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研究成果の概要（和文）：　4年にわたる研究期間において、研究代表者たる石川は研究分担者の協力を得て、近現代
中国の政党史関連資料を広範囲に収集し、あわせてそれら資料を分析、検討するための共同研究班（「現代中国文化の
深層構造」）を2010年に組織し、近二年だけで30回を超える例会を開催した。
　研究班例会で行われた知見の交換を基礎として、石川は2001年に刊行した著書『中国共産党成立史』を改訂し、その
成果を英語版として2012年11月にコロンビア大学出版社より刊行した。また、中共党史における第一回大会の記憶にか
んするメカニズムを解明し、その成果を2012年6月と2013年3月にそれぞれオランダとアメリカの学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：    In these four years, we collected documents concerned, and investigated variou
s aspects of the cultures of political party in modern China, mainly from historical perspectives. After t
he preliminary investigation in an academic year 2010-2011, I organized a serial seminar on "the Deep stru
cture of the modern and contemporary Chinese cultures", and has been held more than 30 times in recent two
 years. In this serial seminar, I shared my knowledge about China's political culture with my research gro
up. 
    On the basis of data which I had processed, I revised my book "The Formation of the Chinese Communist 
Party", and published its English version in November 2012. This volume conducts a pathbreaking new analys
is of the Chinese Communist Party (CCP). Crossing the Chinese border, I not only considered the relations 
between the CCP and the Comintern (as well as the Soviet Union) but also closely scrutinizes its relations
 with Japan and Western countries.
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１．研究開始当初の背景 
この研究テーマに着目するにいたった理
由は、これまで研究代表者が従事してきた中
国共産党史の研究を、その前後の時代の政党
文化史に関連づけて考察することで、共産党
の政党としての特質・特徴をより立体的に比
較検討できるはずだと考えたことによる。す
なわち、時代的にさかのぼれば、“党禁”が
解かれた清末時期の政党（党）の観念・概念
にかんする同時代人の理解にはじまり、辛亥
革命後の政党の林立とそのころの政党活動
の実際を検討することが必要であり、時代を
くだれば、共産党と同時代の政党であり、一
卵性双生児ともいうべき中国国民党の政党
文化との比較検討が必要であり、さらには
1920 年代以降に誕生・活動した中国青年党
やいわゆる民主諸党派と呼ばれる政党との
相互関係や相互対立の歩みを分析すること
が必要だと認識するにいたったのである。 

 
２．研究の目的 
近現代の中国においては、少数の先覚者が
民衆を指導するという理念のもと、独自の政
党文化が花開いた。その様態は、掲げるイデ
オロギーの違いこそあれ、国民党、共産党、
そしてその他の政党にも共通し、国家運営シ
ステムとしては「党国体制」（パーティ・ス
テイト・システム）を生み出し、他方で党内
の行動様式や思考パターンが一般社会にも
拡大することを指向した。本研究においては、
今日の中国（大陸・台湾を含む）にも引き継
がれているそうした政党文化、あるいは「党」
という概念に対して、主として文献学、歴史
学の手法を用いて、通時的かつ複眼的アプロ
ーチからその歴史的起源、形成、展開を、実
証的にあきらかにすることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
近現代中国の政党文化の特質を解明する
ためには、いわゆる“党禁”が解かれた清末
の政党設立ブーム以降、1949 年までに結成さ
れた諸政党の党運営に関する資料を系統的
に収集・検討せねばならない。とりわけ、中
国現代の二大政党である国民党と共産党に
ついては、公刊されている資料の中に、後年
の立場からする訂正・改竄が散見するため、
それらの党史に深い造詣を持つ研究代表者、
分担者が各々の専門知識を生かしながら、連
携して資料の再収集、再編纂をする基礎作業
がまず必要になる。本研究では、その基礎作
業を行った上で、さらに研究分担者以外の専
門研究者も加えた共同研究会「近現代中国の
政党文化」（仮称）を定期開催し、知見の交
換、すり合わせ、討議を重ね、政党社会学的
アプローチを取り入れながら、中国政党文化
の全容の解明をめざす。 
 
４．研究成果 
 (1) 研究初年度と二年度目にあたる
2010-2011 年度においては、基本的な資料収

集とその整理に力点をおく一方、2010 年 4月
に、本研究事業の関係者を中心として発足し
た共同研究班「現代中国文化の深層構造」を
定期開催していくことにより、それぞれの研
究構成員の研究成果を持ち寄り、相互の知見
を交換した。こうした研究班例会は隔週一回
の割合で開催し、その回数は本研究事業の 4
年間のあいだに 60 回以上を数えた。また、
2011 年度には、中国国民党・共産党型の政党
文化が在地社会において、いかなる展開・変
容を見せているかについて、フィールドワー
クをまじえた調査をおこなった。具体的には、
かつて 1930 年代半ばに中国共産党がいわゆ
る“長征”を行い、その行程がある種の伝統・
神話として継承されている中国西南内陸地
域（四川省、雲南省）において、現地調査を
実施して、“党”文化の今日的様態を精査し
た。こうした現地調査により、“党”文化が
おりから中国各地で進行している歴史像の
ナショナリズム的再編や観光事業の発掘と
重層的に絡まり合いながら、世俗化していく
という過程を発見・確認することができた。 
(2) 2012 年度は、現地調査、資料調査を通
じて得られた諸資料の整理・分析を進めると
ともに、政党文化が在地社会において、どの
ような展開・変容を見せているかについて、
海外調査を含めて資料の収集分析に努めた。
合わせてそれら海外調査を通じて得られた
諸資料や購入した資料の紹介・分析を進めた。
一方、これまでの毛沢東研究によって得られ
た知見をまとめ、それらを鋭意英語によって
発表することにつとめた。研究代表の石川と
分担者の小野寺が6月末にオランダのライデ
ンで行われたIIAS主催の国際学会（「History, 
Identity & Collective Memory: In Search 
of Modern China」）で報告した事例、石川が
3 月下旬にアメリカのサンディエゴで開催さ
れた国際学会（「Association for Asian St 
udies (AAS), Annual Conference 2013」）で
報告した事例がそれであり、いずれも大きな
反響と好評を得た。 
(3) 2013 年度は、これまで行ってきた資料

収集において残缼のある部分を補うととも
に、これまでの研究活動によって新たに浮上
してきた問題、すなわち中国共産党における
政党文化の一大特徴である党指導者の個人
崇拝にかんする研究に着手し、特に毛沢東神
話に決定的役割を果たしたエドガー・スノウ
『中国の赤い星』の取材・執筆状況について、
重点的補足調査を行った。具体的にいえば、
University of Missouri - Kansas City の文
書館においてEdgar Snow Papersを、Stanford
の Hoover Institution Archives において
Nym Wales Papers を重点的に調査し、『赤い
星』以前にスノウらが持っていた中国共産党
情報、毛沢東イメージについて、明らかにす
ることができた。 
本研究の最終年度にあたる 2013 年度にお
いては、研究成果の発表にも力を入れた。京
都大学現代中国研究拠点と協力しながら、12



月の国際シンポジウム（「人民共和国史――
今どこまで解明されるのか」）、およびそれと
並行して開催される「1950 年代の中国研究」
と題するワークショップで、本研究の成果の
一端を報告することによって、この分野の研
究を狭い意味の「党史研究」から脱皮させ、
「政党文化史」という新たなディシプリンを
確立させることができた。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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